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	第１章   施設と用具
	1 コート
	2 ネットと支柱
	(1)   ネット
	(2)   白帯
	(3)   アンテナ

	3 ボール

	第２章   競技参加者
	4 チーム
	(1)   チーム構成
	(2)   キャプテン
	➀　タイムアウトや選手交替を要求する。
	②　競技規則の適用について説明を求める。
	③　靴紐の直しなどのチームメイトの要求を伝える。
	④　自チーム又は相手チームのポジションが正しいか確認する。
	⑤　汗などで濡れたフロアやボールを拭く許可を求める。


	5 服装
	(1)   服装
	① 選手のユニホームには，０から９９までの背番号を付けなければならない。
	「00」「01」「001」等は不可。色・形・サイズ等の詳細は以下の通りとする。
	ｱ 明確に判別することのできる色，文字体とする
	ｲ 背中の中央に，高さ15cm以上，字幅2cm以上とする。

	② キャプテンは，胸部におよそ8×2cmのライン，または主審が確認しやすい位置に丸型キャプテンマーク，サッカー用キャプテンマークの何れかを付けなければならない。

	(2)   身につけることができない物
	① 負傷を引き起こす可能性のある物や，手袋などプレーに有利となる可能性のある物を身に付けることは禁止とする。ただし，けが等のケアのために必要な場合は，大会当日に本部の世話人に申し出て許可を得るものとする。



	第３章   試合の構成
	6 セット数、得点
	7 トス
	① 主審が立ち会いのもと，サービスをとるかコートをとるか，トスをして決める。トスの後，シートオーダー表を主審に提出する。
	② ３セット目が行われる場合には，２セット終了後に副審立ち会いの下，トスを行い，トスに勝ったチームはサービスかレシーブかを選択をする。

	8 公式練習
	9 競技方法
	① サービス権を有するチームがサービスを行い，プレーを開始する。次のサービス権は得点をしたチームに与えられる。
	② 自チームのコートに来たボールは４回で相手コートに返球する。


	第４章   競技ルール
	10 基本的なルール
	(1)   チームの打数
	① チームは，必ず４人の選手が各１回ずつ，計４打で返球しなければならない。これを超えるとオーバータイムズとなり，少ない場合はレスタイムズとして反則となる。ただし，ボールがネットに触れた場合は，５打で返球してもよい。５打で返球する場合は，１人の選手のみボールに２回触れてもよい。その際，チームが返球する前にボールがネットに触れることのできる回数は１回のみとする。（次項(2)③の但し書きの場合を除く）
	② １人の選手がボールに２回連続して触れるとドリブルの反則となるが，打ったボールがネットに触れた場合はもう一度触れることができる。その場合は返球までに必ず４人の選手がボールに触れなければならないため，５打で返球しなければならない。

	(2)   パス回しについての反則
	① ホールディング：ボールをつかんだり，投げたりすること。 または，体の一部で静止させること。
	② ドリブル：1人の選手が連続してボールに2回触れること。または，ボールが1人の選手の上半身のさまざまな部分に連続して触れること。
	③ ダブルネット：ボールがネットに２回触れること。ただし，ラストのボールがネットに触れて相手コートにそのまま入る場合は，反則ではない。
	④ フットボール：ボールが選手の腰より下の部分に触れること。
	⑤ オーバータイムズ：チームが返球する前に，ボールに５回（ネットに触れた場合は6回）触れること。
	⑥ レスタイムズ：チームが返球するまでの打数が3回以下，または3人以下の選手しか触れていない場合のこと。


	11 ボールの”イン・アウト”
	(1)   ボール"イン"
	① ボールの中心線が，ラインを含むコートに触れたときはボール"イン"である。

	(2)   ボール"アウト"
	① ボールは，次のとき"アウト"となる
	ｱ ボールの中心線がラインの外であるとき
	ｲ コート外の物体，天井，またはプレーしていない人に触れたとき
	ｳ アンテナ，支柱に触れたとき
	ｴ 白帯外側のネットにボールの中心線が触れたとき
	ｵ アンテナ外側の空間を完全に通過したとき
	ｶ ネット下の空間を完全に通過したとき
	ｷ サービスがネットに触れたとき



	12 ポジション
	(1)   ポジション
	① サーバーによりボールが打たれた瞬間，サーバーを除く選手は，それぞれのコート内でシートオーダー表に示されたローテーション順に位置していなければならない。
	② ローテーション順に位置しているかどうかは，足の位置により判断される。
	③ サービスが打たれた後は，どの位置に移動してもよい。

	(2)   ポジションの反則
	① 選手のポジションが，シートオーダー表と違う場合には，次のように対処する。
	ｱ セットの開始前に違いが発見された場合，選手をシートオーダー表通りに改めるか，シートオーダー表を変更することができる。
	ｲ プレー開始後に違いが発見された場合は，間違いのあったチームはシートオーダー表のポジションに戻す。この場合は，相手チームに1点とサービス権を与え、それ以前の両チームの得点はそのまま有効とする。

	② サービス順の間違いが，相手チームの指摘により発覚した場合は，相手チームに1点とサービス権が与えられる。それ以前の得点は有効とし、ポジションは正しいポジションに戻す。


	13 ネット付近でのプレー
	(1)   オーバーネット
	① ネットを越えてボールに触れることはできない。
	② 自チームのコート内でボールに触れた後に，その手がネットを越え，相手コートに入ってもよい。

	(2)   インターフェアー
	① 相手コートに入って以下のような行為が起きた場合は反則となる。
	ｱ 相手チームのプレーを妨害する行為
	ｲ 相手チームの選手に対して危険と判断される行為

	② 上記の場合を除き，相手コートに侵入してもよく，また，体のどの部分が相手コートに触れてもよい。

	(3)   タッチネット
	① 選手がネットに接触することは反則である。
	② 相手チームのプレーを妨害したり，自チームが有利な状況を不正につくりださない限り，選手は支柱，ロープ，または白帯の外側にあるネットやアンテナ，審判台，審判員に触れてもよい。
	③ ボールがネットにかかり，その反動でネットが相手選手に触れても，プレーの妨げにならなければ反則ではない。


	14 危険回避のための行為
	(1)   危険回避のための禁止行為
	① ベンチ，スコアボード及び壁，防球ネット等への接触は反則である。
	② 隣のコートや，そのサイドラインの延長線上を越えてその先の空間に侵入してはならない。また，隣のコートのネット，支柱などの施設，及び審判員,選手への接触は反則である。これは隣のコートが試合中でなくても適用される。ただし，自コート付近に来ている隣のコートの選手や，移動中の選手審判員等との接触によりプレーが妨げられた場合は，主審の判断によりノーカウントとする。


	15 サービス
	(1)   サービス
	① サービスの順番は次の通りとする。
	ｱ 第１セットと，最終第３セットの最初のサービスは，トスで決められたチームが行う。第２セットは，第１セットで最初のサービスを打たなかったチームのサービスにより開始する。
	ｲ その後はラリーに勝ったチームがサービスを行う。その際，同一のサーバーが連続３点を得点したときは，ローテーションをして次の選手がサービスを行う。サーバーが途中で選手交代した場合は，前のサーバーから通算で３点を得点した時点でローテーションを行う。

	② 選手はシートオーダー表に記入されたサービス順に従わなくてはならない。
	③ 主審の吹笛後にサービスを打つ際，ボールを床に弾ませても，両手の中で動かしてもよい。
	④ トスしたボールに触れることなく床に落とした場合は，もう一度だけトスを上げて打ち直すことができる。
	⑤ 男性はアンダーハンドサービスとする。腕のスイングが太もも付近から離れて横振りとなる場合は，打点を腰より低い位置にしなければならない。

	(2)   サービスの反則
	① サービスを打つ瞬間及びジャンプサービスの踏切の瞬間，サーバーはエンドラインを含むコートやサービスゾーン外のフロアに触れてはならない。ジャンプサービスの踏切後の空中であればその限りではない。
	② サーバーは，主審がサービスの吹笛をした後，８秒以内にボールを打たなくてはならない。この反則に対する罰則はチームへの罰則であり，試合終了まで有効である。１回目は警告とし，同じチームによる２回目以降の反則は，どの選手が引き起こしても相手チームに１点とサービス権を与える。
	③ 男性のサービスの反則に対する罰則はチームへの罰則であり，試合終了まで有効である。1回目は警告とし，同じチームによる２回目以降の反則は，どの選手が引き起こしても相手チームに１点とサービス権を与える。
	④ サーバーが，サービスヒットの瞬間にラインクロスやサービス順の間違いなどの反則をした場合は，相手チームにポジションの反則があったとしてもサービスの反則となる。ただし，サービス順の間違いについては，相手チームの申し出がなければ反則としない。それに対し，正規にサービスが打たれた後に，そのサービスがネットに触れたりアウトとなった場合は，相手チームのポジションの反則となる。


	16 返球
	(1)   返球での制限
	① ネット上端より上のボールは，味方の連携が乱れてやむを得ず返球する場合を除き，オーバーハンドパス（パスアタック）で返球しなければならない。やむを得ずオーバーハンドパス以外で返球する場合，打ったボールは山なりの軌道でなければならず，攻撃的なボールは反則となる。
	② ネット上端より低い位置にあるボールであっても，片手での攻撃的な返球や，男性プレーヤーの組手による攻撃的な返球は反則とする。

	(2)   パスアタックの反則
	① ドリブルを伴うパスアタック
	ｱ 意図的にコースを変えるなどの目的で，主に片手でボールコントロールを行い，他方の手はボールに添える程度である場合の返球
	ｲ ボールに回転をかけてコースを変えるような返球
	ｳ 意図的でなくても，タイミングのズレなどによりボールに激しい回転がかかった返球

	② ホールディングを伴うパスアタック
	ｱ ボールを一旦止めて落とすような返球
	ｲ ボールを持って向きを変えているような返球
	ｳ ボールを持って投げるような強打での返球
	ｴ 手の平に触れて失速させるような返球

	③ オーバーハンドパスと認められないパスアタック（猫手）
	ｱ 手を握るようにすぼめてボールに軽く触れる程度のフェイントは，パスアタックと認められない。

	④ 不正なフォームによるスピードボールのパスアタック
	ｱ 大きく振りかぶって打つ，スピードボールでの返球
	ｲ 顔の前辺りまで腕を振り下ろして，勢いを付けるようなスピードボールでの返球
	ｳ 手首のスナップを使ったスピードボールでの返球

	⑤ ボールに触れた直後から下に向かうパスアタック
	⑥ 体の向きと異なる方向へのパスアタック(ワイパー攻撃)



	第５章   タイムアウト、選手交替、インターバル、コートチェンジ
	17 タイムアウト
	(1)   正規のタイムアウト
	① 各チームは，１セットにつき１回までのタイムアウトを取ることができる。タイムアウトは，キャプテンまたは監督がラリー終了後，次のサービスの吹笛の前にハンドシグナルを示して要求しなければならない。タイムアウトの時間は３０秒間とする。
	② 最終第３セット目のタイムアウトは認めない。
	③ プレー中の選手は，タイムアウトの間はコート内にいなければならない。ただし， 控の選手等がベンチに不在で，給水やタオル等を選手本人が取りに行かなければならない場合を除く。

	(2)   ラリーの中断
	① 主審は，インプレー中に，選手の負傷などの重大な事故が起きた場合は，直ちに試合を止めるものとし，ノーカウントとする。
	② 試合中に隣のコートのボールが入るなど，危険な場合やプレーに支障をおよぼすことが起きた場合には，プレーを止めてノーカウントとする。

	(3)   レフリータイム
	① 負傷や病気の選手に対し，３分間のレフリータイムが与えられる。また，選手が回復しない場合で，交替選手がいない場合は相手チームの勝ちとなる。


	18 選手交替
	(1)   正規の選手交替
	① 各チームは控え選手の人数分の選手交替をすることができる。ただし，交替した選手はそのセットの間はコートに戻ることができない。
	② 選手交替は，キャプテンまたは監督が主審に申し出る。選手交替は主審が吹笛及びハンドシグナルによって許可することにより認められる。
	③ 主審は第１，第２セットにおいてリードするチームが８点に達したときに，選手交替の確認として該当するハンドシグナル及び吹笛を行う。その際に，選手交替を行っても行わなくてもよい。(義務交替は不要)
	④ 選手交替はコート内で行う。コートを離れる選手と交替の選手が，その時点のローテーションの位置で並んで線審の確認を受ける。ローテーションを行う場合は，ローテーション前の位置で線審の確認を受け，交替後にローテーションを行う。

	(2)   例外的な選手交替
	① 負傷や病気でプレーを続行できなくなった選手は，正規の選手交替をさせる。もしもこれができないときは，例外的な選手交替を行うことができる。
	② 例外的な選手交替とは，選手交替によりコートを離れた選手が負傷等でプレーできなくなった選手の代わりに出場することをいう。この負傷等で交替した選手はその試合に戻ることはできない。


	19 インターバルとコートチェンジ
	(1)   インターバル
	(2)   コートチェンジ
	① 第１セット終了後，コートチェンジを行う。
	② 第３セット目は，コートチェンジを行わず第２セットと同じコートとする。



	第６章   競技参加者の行為
	20 フェアプレー
	① 競技参加者は，「レクバレーをみんなで楽しむ会」の競技ルール（ルールブック）に通じていて，それを忠実に守らなければならない。
	② 競技参加者は，審判員の決定に対してスポーツマンらしく反論せず，受け入れなければならない。

	21 不法な行為とその罰則
	① 危険なラストボール（角度のあるスピードボール）や相手チーム，審判に対し苦痛を与えるような言動や行動など，選手としてあるまじき行為をした場合は，そのチームに対し１回目は警告，２回目はペナルティとし，相手チームに１点とサービス権を与える。また，再度同じ行為をした場合は，世話人，審判，両チームの代表者と協議して親善試合とし，相手チームの勝ちとする場合もある。


	第７章   審　　判
	22 審判団
	(1)   審判団の構成
	① 試合のための審判団は，主審，副審，線審（２名）、スコアラー（２名）とする。
	② 審判団は「ルールブック」「審判員行動マニュアル」「審判チームの心得」に従い，試合進行を行う。
	③ 主審と副審のみが，試合中に吹笛することができる。


	23 主審
	(1)   主審とは
	① 試合開始から終了までを管理し，その試合に対して最高の権限を持つ。
	② 試合中，主審の決定は最終である。主審は，審判団の他のメンバーが下した判定が間違っていると判断したときは無効にすることができる。
	③ 審判団のメンバーの行動が不適切な場合は，注意を促すことができる。
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